
駐
英
大
使
・
重
光
葵
の
意
見
書

小
　
泉
　
憲
　
和

一
　
は
じ
め
に

重
光
が
駐
英
大
使
時
代
（
昭
和
十
三
年
十
月
か
ら
昭
和
十
六
年
六
月
）
　
に
綴
っ
た
意
見
書
は
、
衆
議
院
憲
政
記
念
館
に
四
冊
、
外

務
省
外
交
史
料
館
に
二
冊
、
計
六
珊
残
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
十
四
年
か
ら
昭
和
十
六
年
頃
と
い
う
と
日
中
戦
争
は
泥
沼
化
し
、
国
内

で
は
正
確
な
情
勢
判
断
が
し
う
ら
い
状
況
下
に
あ
っ
た
。
し
か
し
重
光
が
駐
在
し
た
英
国
は
、
日
本
か
ら
も
中
国
か
ら
も
遠
く
離
れ
、

各
種
情
報
が
得
や
す
い
地
域
で
あ
り
、
冷
静
な
情
勢
分
析
に
基
づ
い
た
意
見
や
主
張
が
述
べ
や
す
い
環
境
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
に
記
さ
れ
た
彼
の
意
見
書
は
洗
練
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
の
外
交
の
あ
る
べ
き
姿
を
的
確
に
捉
え
、
助

言
す
る
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
筆
者
は
、
「
東
亜
二
於
ケ
ル
平
和
機
構
」
と
い
う
意
見
書
を
対
象
と
し
て
、
駐
英
大
使
期

の
重
光
が
抱
い
た
政
策
構
想
や
外
交
理
念
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
分
析
す
る
史
料
は
、
『
重
光
葵
関
係
文
諒
』
中
の
意
見
書
で

あ
る
。

二
　
意
見
書
「
東
亜
こ
於
ケ
ル
平
和
機
構
」
　
（
昭
和
十
四
年
七
月
十
五
日
付
）

り
ー

「
東
亜
二
於
ケ
ル
平
和
機
構
」
と
題
す
る
意
見
書
は
、
第
二
早
「
国
際
関
係
ノ
本
質
」
、
第
二
章
「
英
国
流
ノ
平
和
機
構
」
、
第
三
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章
「
東
亜
二
於
ケ
ル
平
和
機
構
」
、
第
四
章
「
東
亜
政
局
今
後
ノ
形
勢
」
　
の
全
四
章
と
余
録
と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ

の
意
見
書
の
中
途
に
英
字
新
聞
が
挟
ま
れ
て
い
た
ら
し
く
、
そ
れ
が
う
ま
く
は
が
れ
ず
四
〇
頁
以
降
の
意
見
書
の
本
文
に
所
々
、
判

読
不
能
箇
所
が
あ
る
の
が
残
念
で
あ
る
。
重
光
の
意
見
書
は
、
意
見
書
ご
と
に
自
ら
テ
ー
マ
を
設
定
し
論
述
し
て
い
る
が
該
意
見
書

の
場
合
、
第
二
章
の
末
尾
で
　
「
東
亜
二
於
ケ
ル
国
際
関
係
特
二
英
国
ヲ
主
ト
ス
ル
関
係
ヲ
研
究
ス
ル
ノ
ガ
本
稿
ノ
主
タ
ル
目
的
デ
ア

へ
J

ル
］
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
東
ア
ジ
ア
（
主
と
し
て
中
国
）
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
と
日
本
の
関
係
を
研
究
し
よ
う
と
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
発
表
し
て
き
た
論
考
と
重
複
し
な
い
よ
う
に
、
こ
の
意
見
書
中
の
注
目
箇
所

を
見
て
い
き
た
い
。

第
二
章
「
英
国
流
ノ
平
和
機
構
」
四
の
中
で
重
光
は
、
英
国
流
の
平
和
機
構
に
第
一
の
破
綻
が
生
じ
た
と
い
う
。
そ
れ
が
米
国
の

モ
ン
ロ
ー
主
義
で
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
イ
ギ
リ
ス
が
「
米
国
二
対
シ
テ
均
等
海
軍
ノ
比
率
ヲ
認
メ
タ
コ
ト
ニ
依
ッ
テ
南
北
米
州

4

ハ
完
全
二
形
式
的
こ
そ
英
国
ノ
平
和
機
構
ヲ
離
レ
タ
］
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
第
一
次
大
戦
後
の
ワ
シ
ン
ト
ン
海
軍
軍
縮
条
約
に

よ
っ
て
英
・
米
の
主
力
艦
の
保
有
比
率
が
均
等
（
と
も
に
五
）
と
な
っ
た
こ
と
は
、
南
北
ア
メ
リ
カ
が
完
全
に
英
国
流
の
平
和
機
構

か
ら
離
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
南
北
ア
メ
リ
カ
は
北
米
を
指
導
者
と
し
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
の
圏
内
に
あ
る
の
で
、
英

国
は
こ
れ
を
分
家
程
度
に
し
か
考
え
て
い
な
い
。
だ
か
ら
米
州
と
は
、
い
つ
で
も
協
力
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

第
二
章
七
で
重
光
は
、
英
国
流
の
平
和
機
構
に
第
二
の
破
綻
が
迫
っ
て
き
て
い
る
と
の
認
識
を
示
し
、
そ
れ
が
東
ア
ジ
ア
の
形
勢

だ
と
す
る
。
東
ア
ジ
ア
で
は
第
一
次
大
戦
を
通
じ
て
日
本
の
国
力
が
増
大
し
、
従
来
の
国
際
連
盟
式
機
構
で
は
英
国
の
指
導
権
が
維

持
で
き
な
く
な
っ
た
と
み
る
。
そ
こ
で
英
国
の
採
り
う
る
進
路
は
、
以
前
に
米
国
の
モ
ン
ロ
ー
主
義
を
承
認
し
た
よ
う
に
「
東
亜
ノ

自
然
ノ
形
勢
ヲ
洞
察
シ
テ
日
本
ト
妥
協
シ
テ
相
共
二
世
界
ノ
平
和
二
貢
献
ス
ル
途
ヲ
選
ブ
カ
、
又
ハ
飽
ク
迄
、
東
亜
ヲ
隷
属
的
二
見

5

テ
之
ヲ
自
己
ノ
欲
望
二
搾
取
ス
ル
（
e
且
O
i
t
）
従
来
ノ
途
ヲ
直
進
］
す
る
か
の
二
つ
に
一
つ
だ
と
し
て
い
る
。
重
光
は
、
東
ア
ジ
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ア
地
域
で
は
日
本
が
指
導
権
を
持
つ
べ
き
だ
と
考
え
て
お
り
、
英
国
が
前
者
の
外
交
路
線
を
選
択
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。

第
三
章
二
節
は
「
日
本
ノ
対
支
政
策
」
　
で
あ
る
。
そ
の
二
で
日
英
同
盟
時
代
を
振
り
返
り
、
英
国
は
「
之
二
依
ッ
テ
東
亜
二
於
テ

モ
英
国
流
ノ
平
和
ヲ
確
保
」
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
日
本
も
「
之
二
依
ッ
テ
大
国
タ
ル
ノ
地
位
二
進
ム
」
　
こ
と
が
で
き
た
と
し
、

．．n

さ
ら
に
第
一
次
大
戦
は
「
日
本
ノ
国
力
ヲ
シ
テ
東
亜
二
於
ケ
ル
唯
一
ノ
強
大
ナ
ル
地
位
二
押
シ
進
メ
］
た
と
記
し
、
日
英
両
国
に
と
っ

て
の
同
盟
の
プ
ラ
ス
効
果
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
し
て
日
本
が
東
ア
ジ
ア
地
域
で
唯
一
の
大
国
に
成
長
し
た
こ
と
で
今
後
、
こ
の
地

域
の
国
際
政
局
が
大
き
く
変
化
す
る
と
の
見
通
し
を
述
べ
て
い
る
。

そ
の
三
で
は
、
第
一
次
大
戦
後
に
起
こ
っ
た
東
ア
ジ
ア
国
際
政
治
の
混
乱
に
触
れ
、
そ
の
原
因
を
三
つ
の
視
点
か
ら
分
析
し
て
い

る
。
ま
ず
「
国
際
連
盟
ノ
成
立
二
依
ッ
テ
其
ノ
観
念
カ
ラ
何
デ
モ
国
際
連
盟
式
二
集
団
機
構
ヲ
人
為
的
二
作
ロ
ウ
ト
云
フ
考
工
方
」

が
横
行
し
た
と
し
、
そ
れ
が
一
番
の
原
因
だ
と
す
る
。
次
に
　
「
戦
時
中
二
拡
張
セ
ラ
レ
ク
日
本
ノ
大
陸
二
於
ケ
ル
勢
カ
ニ
精
算
卜
制

肘
ト
ヲ
加
へ
様
」
と
い
う
考
え
が
あ
り
、
そ
れ
が
第
二
の
要
因
だ
と
す
る
。
さ
ら
に
第
三
の
要
因
が
「
支
那
二
於
ケ
ル
民
族
主
義
ノ

7

勃
興
デ
且
ツ
其
解
放
運
動
」
だ
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
三
つ
の
要
因
が
「
種
々
ノ
陰
謀
卜
重
ナ
ッ
テ
日
英
同
盟
ハ
英
国
ノ

8

提
案
二
依
ッ
テ
華
府
（
ワ
シ
ン
ト
ン
）
会
議
二
於
テ
破
棄
セ
ラ
ル
ル
］
こ
と
に
な
り
、
日
英
同
盟
時
代
は
終
わ
り
を
告
げ
、
東
ア
ジ

ア
地
域
は
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
時
代
へ
と
移
行
し
た
。
す
な
わ
ち
「
各
国
ノ
対
支
政
策
ハ
支
那
ノ
向
上
援
助
二
向
ッ
テ
一
致
ス
ル
コ
ト

ト
ナ
ッ
テ
、
東
亜
平
和
維
持
ノ
機
構
ハ
連
盟
式
ノ
華
府
会
議
諸
条
約
取
極
ト
ナ
リ
、
東
亜
二
於
テ
モ
集
団
的
国
際
政
策
ガ
無
理
二
樹

9
立
］
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
に
対
し
て
、
重
光
は
批
判
的
で
あ
る
。

華
府
会
議
ノ
機
構
ハ
其
ノ
実
質
ハ
連
盟
機
構
卜
同
趣
旨
デ
ア
ッ
テ
、
即
チ
英
（
米
）
国
流
ノ
現
状
維
持
ノ
平
和
機
構
ヲ
「
デ
モ

ク
ラ
シ
1
」
的
集
団
機
構
ノ
形
式
二
変
形
シ
タ
ニ
過
ギ
ナ
ィ
。
此
点
ノ
矛
盾
ガ
支
那
援
助
ノ
主
張
卜
共
二
益
々
矛
盾
ヲ
垂
ネ
テ

抑

東
亜
今
日
ノ
混
乱
状
態
ヲ
誘
致
シ
タ
ノ
デ
ア
ッ
テ
、
日
本
ノ
地
位
使
命
ヲ
見
誤
ッ
テ
居
ル
点
二
原
因
ガ
ア
勅
。

257



ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
の
実
質
は
、
国
際
連
盟
機
構
と
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
状
を
何

と
か
維
持
し
よ
う
と
い
う
英
国
流
の
平
和
機
構
が
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
的
集
団
機
構
に
衣
替
え
し
た
に
過
ぎ
ず
、
中
身
は
同
じ
で
あ
る
。

英
国
等
は
中
国
へ
の
援
助
を
表
面
上
の
理
由
に
は
し
て
い
る
が
、
そ
の
実
質
は
現
状
維
持
を
図
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
矛
盾

し
た
政
策
が
東
ア
ジ
ア
地
域
を
ま
す
ま
す
混
乱
に
陥
れ
て
い
る
。
今
日
の
東
ア
ジ
ア
の
混
乱
は
、
列
強
が
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本

の
主
導
的
地
位
や
使
命
を
見
誤
っ
て
い
る
点
に
原
因
が
あ
る
と
の
見
方
を
示
し
て
い
る
。

さ
て
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
後
の
日
本
の
対
中
国
政
策
を
重
光
は
ど
の
よ
う
に
み
て
い
た
の
か
、
確
認
し
て
み
た
い
。
当
時
の
日
本
の

意
識
を
、日

本
ハ
東
洋
民
族
ノ
先
覚
者
ト
シ
テ
東
亜
ヲ
率
ヰ
テ
立
ツ
責
任
ヲ
有
ッ
テ
居
ル
。
是
非
共
、
東
亜
ノ
解
放
ヲ
実
行
二
移
サ
ネ
バ

ナ
ラ
ヌ
。
之
ガ
為
メ
ニ
ハ
日
本
ハ
実
力
ヲ
有
ッ
テ
居
ル
。
東
亜
ノ
解
放
向
上
ハ
支
那
民
族
ノ
解
放
向
上
ヨ
リ
始
メ
ラ
ル
ベ
キ
デ

ア
ル
。
故
二
華
府
会
議
ノ
集
団
的
機
構
内
ニ
ア
ッ
テ
モ
実
力
ア
ル
日
本
ハ
率
先
シ
テ
支
那
ノ
向
上
二
援
助
ヲ
与
フ
ベ
キ
デ
ア
ル
。

幸
ヒ
ニ
華
府
会
議
諸
条
約
ハ
支
那
援
助
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
建
前
ト
シ
テ
居
ル
カ
ラ
日
本
ハ
全
幅
ノ
支
持
ヲ
与
フ
ベ
キ
デ
ア
ル
。
而

シ
テ
斯
ノ
如
ク
シ
テ
成
立
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
キ
日
支
ノ
協
動
提
携
ハ
真
二
東
亜
解
放
ノ
前
提
デ
ア
リ
、
東
洋
ノ
向
上
ノ
先
駆
デ

ア
ル
。
是
レ
即
チ
世
界
平
和
二
重
大
ナ
ル
貢
献
ヲ
ナ
ス
所
以
デ
ア
ル
。
此
ノ
意
識
信
念
ノ
下
エ
ロ
本
ノ
華
府
会
議
直
後
ノ
対
支

い
U

ハ
u

外
交
ハ
直
進
シ
タ
ノ
デ
ア
ッ
ク
　
（
所
謂
幣
原
外
交
）
。

と
し
、
日
中
の
協
力
と
提
携
が
東
ア
ジ
ア
地
域
の
欧
米
か
ら
の
真
の
解
放
に
つ
な
が
る
と
し
て
、
こ
の
信
念
の
下
に
幣
原
外
交
が
推

進
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
対
中
国
政
策
は
「
日
支
両
国
ノ
識
者
二
多
大
ノ
共
鳴
ヲ
呼
ビ
起
シ
、
之
ガ
日
支
両
国
ノ
行

ハ
H
H
u

ク
ベ
キ
正
当
ノ
途
デ
ア
ル
コ
ト
ヲ
確
信
セ
シ
メ
タ
ノ
デ
ア
ル
ガ
時
期
尚
、
熟
セ
ズ
シ
テ
実
ヲ
結
ブ
ニ
至
ラ
ナ
カ
ッ
タ
」
　
の
は
惜
し
ま

れ
る
と
も
記
し
て
い
る
。

258



こ
の
政
策
が
結
実
し
な
か
っ
た
原
因
を
重
光
は
三
つ
の
観
点
か
ら
指
摘
し
て
い
る
。
ま
ず
「
右
政
策
ハ
事
実
ヨ
リ
モ
理
想
二
走
ッ

タ
モ
ノ
デ
ア
ッ
テ
、
寧
口
其
ノ
時
代
ノ
強
制
的
産
物
デ
ア
ッ
タ
カ
ラ
デ
ア
ル
。
日
本
二
於
テ
モ
国
内
二
此
ノ
理
想
政
策
ヲ
受
ケ
入
レ

n

ル
丈
ケ
ノ
用
意
ガ
精
神
的
ニ
モ
又
政
策
的
ニ
モ
出
来
テ
居
ナ
カ
ッ
タ
」
と
第
一
の
原
因
に
触
れ
て
い
る
。
次
に
　
「
支
那
ノ
事
態
ガ

『
ボ
ル
セ
ヴ
ィ
キ
ー
』
ト
ノ
提
携
二
依
ッ
テ
錬
リ
ニ
極
端
二
走
ッ
テ
遂
二
日
本
ト
ノ
協
力
ヲ
受
ケ
入
ル
ル
コ
ト
ガ
出
来
ズ
、
寧
口
日

本
ノ
東
亜
二
於
ケ
ル
地
位
ヲ
排
撃
ス
ル
事
能
且
に
ま
で
至
っ
た
と
し
、
こ
れ
が
三
要
因
で
一
番
大
き
な
原
因
と
も
付
言
し
て
い
る
。

さ
ら
に元

来
、
華
府
会
議
ハ
大
戦
中
二
大
陸
二
進
出
シ
タ
日
本
ノ
勢
カ
ニ
制
肘
ヲ
加
へ
様
ト
云
フ
ノ
ガ
英
米
等
第
三
国
ノ
重
要
ナ
目
的

デ
ア
ッ
テ
、
併
セ
テ
支
那
ノ
国
民
主
義
二
同
情
ヲ
表
シ
、
対
支
経
済
進
出
二
資
セ
ン
ト
シ
タ
利
己
的
ノ
目
的
二
出
デ
タ
ノ
デ
ア

ル
。
斯
ル
ガ
故
二
東
亜
ノ
主
人
公
ノ
地
位
ヲ
日
本
ニ
モ
又
ハ
支
那
ニ
モ
譲
ロ
ウ
ト
シ
タ
ノ
デ
ハ
ナ
ィ
。
欧
米
ノ
思
想
ハ
亜
細
亜

ハ
欧
州
二
隷
属
シ
テ
居
ル
モ
ノ
　
（
e
葛
E
t
）
　
デ
ア
ル
ト
云
フ
観
念
ハ
此
点
二
於
テ
モ
離
レ
テ
ハ
居
ラ
ヌ
。
欧
米
ハ
日
本
ト
支

那
ト
ガ
争
フ
コ
ト
ハ
歓
迎
シ
テ
モ
共
同
ス
ル
コ
ト
ハ
極
力
之
ヲ
防
ガ
ン
ト
ス
ル
ノ
デ
ア
叫
。

と
述
べ
、
第
三
の
原
因
に
言
及
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ワ
シ
ン
′
ト
ン
会
議
の
目
的
は
、
第
一
次
大
戦
を
通
じ
て
中
国
大
陸
に
勢
力
を

伸
ば
し
つ
つ
あ
っ
た
日
本
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
中
国
大
陸
の
民
族
主
義
に
同
情
を
表
し
な
が
ら
、
対
中
経
済

進
出
を
図
ろ
う
と
す
る
利
己
的
な
も
の
で
も
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
英
米
は
東
ア
ジ
ア
の
指
導
的
地
位
を
日
本
に
も
中
国
に
も
譲

る
つ
も
り
は
な
い
。
欧
米
思
想
に
は
従
来
通
り
、
ア
ジ
ア
は
欧
州
に
隷
属
す
る
も
の
と
の
観
念
が
強
い
。
よ
っ
て
欧
米
は
日
本
と
中

国
が
争
う
こ
と
は
歓
迎
す
る
が
、
両
者
が
提
携
し
よ
う
と
す
る
動
き
に
は
警
戒
感
を
持
ち
、
極
力
そ
れ
を
防
ご
う
と
す
る
。
こ
の
点

を
重
光
は
「
華
府
会
議
後
ノ
日
本
ノ
日
支
提
携
ノ
理
想
政
策
ハ
欧
米
カ
ラ
見
レ
バ
最
モ
警
戒
ス
ベ
キ
現
象
デ
ア
ッ
ク
］
と
明
確
に
指

摘
し
て
い
る
。
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重
光
は
別
の
意
見
書
で
も
欧
米
列
強
へ
の
不
信
感
を
隠
さ
な
い
。

列
国
ガ
好
ン
デ
条
理
若
ハ
理
想
或
ハ
正
義
ヲ
説
ク
国
際
関
係
程
、
実
ハ
利
己
主
義
ノ
横
行
シ
テ
居
ル
所
ハ
ナ
ィ
。
而
シ
テ
利
害

関
係
ノ
ナ
イ
モ
ノ
程
、
条
理
ヲ
説
キ
理
想
ヲ
述
べ
其
正
義
ヲ
高
調
ス
ル
ガ
、
実
際
責
任
ヲ
執
ッ
テ
事
態
ノ
処
理
二
当
ラ
ウ
ト
言

フ
モ
ノ
ハ
ナ
ィ
。
列
強
ガ
他
国
二
対
シ
テ
正
義
ヲ
説
キ
　
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
　
ヲ
高
調
ス
ル
場
合
ニ
ハ
、
右
ハ
無
責
任
ナ
ル
干
渉

m
り

ハ
H
u

デ
ア
リ
、
割
込
ミ
デ
ア
リ
、
其
ノ
裏
面
二
何
力
不
正
策
ガ
ア
リ
、
自
己
本
位
ガ
ナ
イ
カ
ヲ
疑
ハ
シ
メ
ル
。

と
述
べ
、
欧
米
列
強
の
無
責
任
な
干
渉
態
度
に
批
判
を
強
め
て
い
る
。

意
見
書
は
さ
ら
に
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
後
、
日
本
が
中
国
に
対
し
実
施
し
た
具
体
的
な
政
策
に
も
言
及
し
て
い
る
。

之
（
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
）
ニ
依
ッ
テ
北
京
二
於
テ
ハ
関
税
会
議
ヤ
治
外
法
権
委
員
会
ガ
開
カ
レ
ク
。
日
本
ハ
之
ヨ
リ
先
キ
各
国

ノ
躊
躇
シ
テ
居
ル
時
二
進
ン
デ
山
東
還
付
ヲ
モ
断
行
シ
、
全
国
二
亘
ッ
テ
居
ル
郵
便
局
ノ
配
置
ヲ
モ
引
払
ッ
タ
。
而
シ
テ
又
漠

ロ
ニ
於
ケ
ル
第
一
次
革
命
以
来
ノ
駐
兵
モ
無
線
電
信
所
ト
共
二
奇
麗
二
撤
廃
シ
テ
シ
マ
ッ
ク
。
之
等
ハ
皆
、
華
府
会
議
ノ
精
神

二
拠
ル
モ
ノ
デ
、
且
ツ
又
、
日
支
提
携
ノ
前
提
ト
考
へ
タ
カ
ラ
デ
ア
ル
。
北
京
二
於
ケ
ル
関
税
会
議
二
於
テ
真
先
キ
ニ
中
支
那

紛

ノ
関
税
自
主
権
回
復
ノ
主
義
二
賛
成
ヲ
表
シ
タ
ノ
バ
日
本
デ
ア
ッ
無

こ
の
よ
う
に
日
本
の
対
中
国
政
策
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
の
精
神
に
基
づ
い
て
着
々
と
実
行
に
移
さ
れ
よ
う
と
し
た
が
、
中
国
の

国
内
事
情
や
第
三
国
（
欧
米
や
ソ
連
）
　
の
策
動
、
日
本
の
国
内
情
勢
等
に
よ
り
日
中
間
の
大
衝
突
と
な
っ
た
と
書
き
記
し
て
い
る
。

こ
こ
で
注
目
で
き
る
の
は
、
北
京
の
関
税
会
議
前
か
ら
欧
米
に
先
ん
じ
て
日
本
が
中
国
の
関
税
自
主
権
回
復
に
理
解
を
示
し
、
賛
成

し
て
い
る
点
で
あ
る
。
元
来
、
幣
原
喜
重
郎
の
対
中
国
政
策
の
基
本
は
「
あ
く
ま
で
も
日
本
の
経
済
的
発
展
主
義
を
損
な
わ
な
い
範

ハ
H
H
u

囲
内
」
　
で
の
譲
歩
で
あ
っ
た
。
こ
の
方
針
か
ら
は
、
欧
米
に
先
ん
じ
て
中
国
の
関
税
自
主
権
を
認
め
る
こ
と
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。

一
方
、
重
光
の
そ
れ
は
「
場
合
に
よ
っ
て
は
部
分
的
に
は
日
本
の
経
済
的
利
害
を
犠
牲
に
し
て
も
、
中
国
に
対
し
譲
歩
的
措
置
を
と
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側

る
こ
と
で
中
国
民
族
主
義
運
動
を
日
本
側
に
と
り
こ
も
う
」
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
の
関
税
自
主
権
回
復
に
賛

成
の
意
を
示
し
た
日
本
の
姿
勢
は
、
重
光
の
考
え
そ
の
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
対
中
国
政
策
に
お
い
て
も
重
光
は
、

幣
原
と
一
線
を
画
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

さ
て
北
京
の
関
税
会
議
だ
が
、
成
果
が
得
ら
れ
な
い
ま
ま
時
日
を
費
や
す
う
ち
に
張
作
霧
が
北
京
を
占
領
し
、
関
税
会
議
の
交
渉

一

H

u

l

亡

相
手
で
あ
っ
た
段
棋
瑞
内
閣
が
消
滅
し
た
た
め
、
関
税
会
議
等
も
自
然
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
日
本
側
の
努
力
も
水
泡
に
帰
し
た
わ

け
で
あ
る
。
そ
の
後
、
重
光
は
満
州
事
変
を
挟
ん
で
「
幣
原
外
交
の
熱
心
な
支
持
者
」
か
ら
「
幣
原
外
交
に
対
し
て
は
、
し
ば
し
ば

m
〃

り
し

否
定
的
態
度
」
を
と
る
外
交
姿
勢
へ
と
変
化
し
て
い
く
。

最
終
章
に
入
る
と
、
重
光
の
主
張
は
明
快
で
あ
る
。
第
四
章
六
で
、
彼
は
英
国
等
「
列
強
ハ
今
日
、
支
那
二
関
シ
テ
ハ
明
二
政
治

劫り
し

的
権
益
ハ
之
ヲ
放
棄
シ
テ
単
二
経
済
的
権
益
ノ
擁
護
ヲ
希
望
ス
ベ
キ
」
　
で
あ
る
と
の
主
張
を
展
開
し
、
日
本
国
民
八
千
の
団
結
力
を

軽
視
し
て
列
強
が
な
お
、
東
ア
ジ
ア
を
統
制
制
御
で
き
る
と
考
え
る
の
は
大
き
な
誤
り
だ
と
す
る
。
さ
ら
に
時
代
の
趨
勢
か
ら
み
て

伽

「
華
府
会
議
ノ
集
団
機
構
二
依
ッ
テ
日
本
ヲ
制
肘
シ
得
ル
ト
考
エ
ル
ノ
バ
余
リ
ニ
時
代
遅
レ
デ
ア
ル
」
と
断
じ
て
い
る
。
そ
し
て
第

四
章
を
以
下
の
よ
う
に
結
ん
で
い
る
。

時
代
ハ
進
ミ
ツ
ツ
ア
ル
、
形
勢
ハ
変
化
シ
タ
。
民
族
国
家
ノ
生
存
競
争
場
裡
デ
ア
ル
世
界
二
於
テ
平
和
ヲ
維
持
ス
ル
為
メ
ニ
ハ
、

其
ノ
生
存
競
争
ヲ
最
モ
自
然
ノ
形
二
於
テ
認
メ
、
今
日
二
於
テ
ハ
事
実
上
地
域
、
地
域
二
於
テ
安
定
勢
カ
ニ
タ
ヨ
ル
外
二
途
ハ

ナ
ィ
。
東
亜
ノ
情
勢
ハ
今
日
其
安
定
勢
カ
タ
ル
日
本
ノ
指
導
下
二
於
テ
、
ソ
ノ
平
和
及
秩
序
ノ
建
設
ヲ
行
フ
ノ
外
ハ
ナ
イ
ノ
デ

ア
ル
。
世
界
ノ
平
和
ガ
今
日
所
謂
、
英
国
流
ノ
平
和
デ
統
一
ス
ル
コ
ト
ハ
出
来
ヌ
。
南
北
米
州
ガ
既
二
一
ツ
ノ
地
域
的
平
和
機

構
ヲ
形
造
ッ
テ
居
ル
ト
ス
レ
バ
、
今
日
ハ
東
亜
モ
同
様
二
平
和
機
構
ヲ
形
造
ル
ベ
キ
地
域
ニ
ナ
ッ
テ
釆
タ
ノ
デ
ア
ル
。
日
本
ハ

如
何
ナ
ル
コ
ト
ガ
ア
ッ
テ
モ
、
其
ノ
由
ッ
テ
以
テ
自
ラ
立
ッ
テ
居
ル
東
亜
ノ
天
地
二
於
テ
平
和
及
秩
序
ノ
建
設
二
邁
進
セ
ネ
バ
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錮

ナ
ラ
ヌ
。

今
日
の
世
界
の
現
状
を
み
る
と
、
連
盟
式
の
平
和
機
構
の
時
代
で
は
な
い
。
そ
の
地
域
、
地
域
で
最
も
安
定
し
た
国
家
が
指
導
権

を
持
ち
、
そ
の
域
内
の
平
和
秩
序
を
維
持
発
展
さ
せ
て
い
く
。
東
ア
ジ
ア
地
域
の
指
導
国
家
は
、
も
ち
ろ
ん
日
本
で
あ
る
。
南
北
ア

メ
リ
カ
が
、
一
つ
の
地
域
的
平
和
機
構
を
形
成
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
今
日
、
東
ア
ジ
ア
地
域
も
平
和
機
構
を
形
成
す
る
地
域
に
な
っ

て
き
た
。
日
本
は
何
と
し
て
も
、
自
ら
が
立
脚
す
る
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
平
和
機
構
の
建
設
に
進
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
最
終
節
は
、
重
光
の
　
「
地
域
主
義
的
世
界
観
」
が
よ
く
表
れ
て
お
り
、
こ
の
意
見
書
の
彼
の
主
張
の
核
心
を
端
的
に
示
し
た

部
分
と
い
え
よ
う
。

三
　
お
わ
日
ソ
に

こ
こ
か
ら
は
、
駐
英
大
使
期
の
意
見
書
に
示
さ
れ
た
重
光
の
情
勢
分
析
力
や
外
交
政
策
構
想
に
着
目
し
、
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

意
見
書
「
東
亜
二
於
ケ
ル
平
和
機
構
」
　
の
中
で
、
重
光
は
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
に
批
判
的
で
あ
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
の
実
質
は
、
国
際
連
盟
機
構
と
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
状
を
何
と
か
維
持
し
よ
う
と
い
う
英
国
流

の
平
和
機
構
が
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
的
集
団
機
構
に
衣
替
え
し
た
に
過
ぎ
ず
、
中
身
は
同
じ
で
あ
る
。
英
国
等
は
中
国
へ
の
援
助
を
表

面
上
の
理
由
に
は
し
て
い
る
が
、
そ
の
実
質
は
現
状
維
持
を
図
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
矛
盾
し
た
政
策
が
東
ア
ジ
ア
地
域
を

ま
す
ま
す
混
乱
に
陥
れ
て
い
る
。
今
日
の
東
ア
ジ
ア
の
混
乱
は
、
列
強
が
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
主
導
的
地
位
や
使
命
を
見
誤
っ

て
い
る
点
に
原
因
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

次
に
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
後
の
日
本
の
対
中
国
政
策
に
言
及
し
、
日
本
と
中
国
と
の
提
携
が
東
ア
ジ
ア
地
域
の
欧
米
か
ら
の
真
の
解

放
に
つ
な
が
る
と
し
て
、
こ
の
信
念
の
下
に
幣
原
外
交
が
推
進
さ
れ
た
が
、
こ
の
政
策
は
結
実
し
な
か
っ
た
と
す
る
。
そ
の
原
因
を
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重
光
は
、
三
つ
の
観
点
か
ら
指
摘
し
て
い
る
。
ま
ず
、
こ
の
政
策
は
現
実
よ
り
も
理
想
に
走
っ
た
も
の
で
、
そ
の
時
代
の
強
制
的
産

物
で
あ
り
、
日
本
で
も
国
内
に
こ
の
理
想
政
策
を
受
け
入
れ
る
だ
け
の
準
備
が
出
来
て
い
な
か
っ
た
と
第
一
の
原
因
に
触
れ
て
い
る
。

次
に
中
国
国
内
の
勢
力
が
ポ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
提
携
し
て
、
日
本
と
の
協
力
を
受
け
入
れ
ず
、
日
本
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
地
位
を

排
除
し
よ
う
と
す
る
動
き
に
ま
で
つ
な
が
っ
た
と
し
、
こ
れ
が
三
要
因
で
一
番
大
き
な
原
因
と
付
言
し
て
い
る
。
第
三
の
原
因
と
し

て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
の
目
的
が
、
第
一
次
大
戦
を
通
じ
て
中
国
大
陸
に
勢
力
を
伸
ば
し
つ
つ
あ
っ
た
日
本
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る

も
の
だ
っ
た
か
ら
だ
と
す
る
。
英
米
は
東
ア
ジ
ア
の
指
導
的
地
位
を
日
本
に
も
中
国
に
も
譲
る
つ
も
り
は
な
い
。
欧
米
思
想
に
は
従

来
通
り
、
ア
ジ
ア
は
欧
州
に
隷
属
す
る
も
の
と
の
観
念
が
強
い
。
よ
っ
て
欧
米
は
日
本
と
中
国
が
争
う
こ
と
は
歓
迎
す
る
が
、
両
者

が
提
携
し
よ
う
と
す
る
動
き
に
は
警
戒
感
を
持
ち
、
極
力
そ
れ
を
防
ご
う
と
す
る
。
こ
の
点
を
重
光
は
「
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
後
の
日

本
の
日
中
提
携
の
理
想
政
策
は
、
欧
米
か
ら
見
れ
ば
最
も
警
戒
す
べ
き
現
象
で
あ
っ
た
」
と
明
確
に
指
摘
し
て
い
る
。

最
終
章
で
重
光
は
、
自
ら
の
主
張
を
明
確
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
今
日
の
世
界
の
現
状
を
み
る
と
、
連
盟
式
の
平
和
機
構
の
時
代

で
は
な
い
。
そ
の
地
域
、
地
域
で
最
も
安
定
し
た
国
家
が
指
導
権
を
持
ち
、
そ
の
域
内
の
平
和
秩
序
を
維
持
発
展
さ
せ
て
い
く
。
東

ア
ジ
ア
地
域
の
指
導
国
家
は
、
も
ち
ろ
ん
日
本
で
あ
る
。
南
北
ア
メ
リ
カ
が
、
一
つ
の
地
域
的
平
和
機
構
を
形
成
し
て
い
る
と
す
れ

ば
、
今
日
、
東
ア
ジ
ア
地
域
も
平
和
機
構
を
形
成
す
る
地
域
に
な
っ
て
き
た
。
日
本
は
何
と
し
て
も
、
自
ら
が
立
脚
す
る
東
ア
ジ
ア

地
域
に
お
い
て
平
和
機
構
の
建
設
に
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
箇
所
は
、
重
光
の
　
「
地
域
主
義
的
世
界
観
」
が
よ
く
表
れ
て

お
り
、
こ
の
意
見
書
の
彼
の
主
張
の
核
心
を
端
的
に
示
し
た
部
分
と
い
え
る
。

筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
分
析
結
果
か
ら
、
駐
英
大
使
期
の
重
光
の
意
見
書
は
当
時
と
し
て
は
先
進
的
な
考
え
方
を
盛
り
込
ん
だ
貴
重

な
史
料
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
よ
う
。
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（註）
川
　
衆
議
院
憲
政
記
念
館
に
遺
族
か
ら
史
料
約
七
百
点
が
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
史
料
を
総
括
し
て
『
重
光
英
関
係
文
書
』
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
。

未
公
開
史
料
の
閲
覧
に
関
し
て
は
ご
遺
族
（
重
光
篤
氏
）
か
ら
の
許
可
を
得
た
。
ま
た
資
料
係
の
栗
原
英
子
、
吉
原
裕
子
、
佐
藤
裕
子
の
各
氏
に
は
多

大
な
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
後
任
の
資
料
係
、
市
川
サ
ダ
子
氏
に
も
引
き
続
き
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
。
上
記
の
各
氏
に
は
特
に

記
し
て
感
謝
し
た
い
。
『
重
光
英
関
係
文
書
』
中
の
未
公
開
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
憲
政
記
念
館
の
目
録
に
従
い
、
目
録
番
号
と
タ
イ
ト
ル
を
付
記
し

た
。

㈲
　
『
重
光
葵
関
係
文
書
』
一
B
－
一
〇
六
、
昭
和
十
四
年
七
月
十
五
日
付
、
意
見
書
「
東
亜
二
於
ケ
ル
平
和
機
構
」
。
該
意
見
書
は
、
第
二
早
　
国
際

関
係
ノ
本
質
、
第
二
章
　
英
国
流
ノ
平
和
機
構
、
第
三
章

支
那
二
於
ケ
ル
国
民
運
動
、
第
四
節
　
英
国
ノ
対
支
政
策
、

件
ノ
意
義
、
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

㈱
　
前
掲
、

棚
　
前
掲
、

㈲
　
前
掲
、

㈲
　
前
掲
、

m
　
前
掲
、

㈱
　
同
右
。

㈱
　
同
右
。

㈹
　
同
右
。

仙
　
前
掲
、

㈹
　
同
右
。

㈹
　
同
右
。

㈹
　
同
右
。

㈹
　
同
右
。

意
見
書
「
東
亜
二
於
ケ
ル
平
和
機
構
」
第
二
章
、

意
見
書
「
東
亜
二
於
ケ
ル
平
和
機
構
」
第
二
章
、

意
見
書
「
東
亜
二
於
ケ
ル
平
和
機
構
」
第
二
章
、

意
見
書
「
東
亜
二
於
ケ
ル
平
和
機
構
」
第
三
章
、

意
見
書
「
東
亜
二
於
ケ
ル
平
和
機
構
」
第
三
章
、

東
亜
二
於
ケ
ル
平
和
機
構
、
第
一
節
　
緒
言
、
第
二
節
　
日
本
ノ
対
支
外
交
、
第
三
節

第
五
節
　
目
支
衝
突
ト
協
力
、
第
四
章
　
東
亜
政
局
今
後
ノ
形
勢
、
余
録
一
、
天
津
事

七
。

四
。

七
。

第
二
節
、
二
。

第
二
節
、
三
。
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意
見
書
「
東
亜
二
於
ケ
ル
平
和
機
構
」
第
三
章
、
第
二
節
、
四
。
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同
右
。

『
重
光
葵
関
係
文
書
』
一
B
－
一
〇
六
、
意
見
書
「
無
題
」
第
三
章
、
四
。

前
掲
、
意
見
書
「
東
亜
二
於
ケ
ル
平
和
機
構
」
第
三
章
、
第
二
節
、
五
。

酒
井
哲
哉
「
『
英
米
協
調
』
と
『
日
中
提
携
』
」
『
年
報
　
近
代
日
本
研
究
』
一
一
、
山
川
出
版
社
、
一
九
八
九
年
、
七
〇
五
。

同
右
。

『
重
光
葵
外
交
回
想
録
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
三
年
、
五
四
頁
。

前
掲
、
酒
井
哲
哉
「
『
英
米
協
調
』
と
『
日
中
提
携
』
」
六
二
頁
。

前
掲
、
意
見
書
「
東
亜
二
於
ケ
ル
平
和
機
構
」
第
四
章
、
六
。

同
右
。

前
掲
、
意
見
書
「
東
亜
二
於
ケ
ル
平
和
機
構
」
第
四
章
、
七
。


